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厚い日が続いておりますが、皆様お変わりございませんか。 

さてチラシのように毎年 9 月の第 1日曜日はエコフェスタです。 

生ごみネットのブースは 3 か所なので、人出が必要になっております。 

1日出来なくても午前か午後だけのご協力でも助かります。 

どうぞよろしくお願い致します。（担当 徳田：090-2999-8008） 

生ごみネットブースの内容 
① 徳田さん担当で大変人気のあるマイ箸作りコーナー 

大人から子供まで熱心な参加者で大忙しになります。 

② まな板削りや包丁研ぎコーナー 

包丁を研いでもらうと、切れ味がよくなり 1年もちます。 

まな板も持っていくのが大変ですが新品に生まれ変わります。 

③ 生ごみ堆肥化の相談コーナー 

落葉堆肥用木枠、ダンボール堆肥の展示、生ごみ堆肥の相談コーナー 

生ごみ堆肥で作った会員自慢の野菜展示（ネギ、ナス、かぼちゃなど） 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ 33 号  2016 年 8 月  

発行 仙台生ごみリサイクルネットワーク 

〒983-0851 

仙台市宮城野区榴ヶ岡５番地 
（みやぎＮＰＯプラザ内） 
http://namagominet.web.fc2.com/index.html 

生ごみ減量・リサイクル実践講座 5 回終了 

最終は 9 月 7 日(水)市役所本庁舎 8 階ホール 午前 10 時～12 時 

平成 28年度の実践講座も昨年同様にダンボール堆肥の基材がモニターセットとして 

プレゼントされています。そのためか毎回多くの市民の申し込みがあります。 

先着 60名となっていますし、仙台市民ならどなたでもＯＫです。 

会員の皆様もモニターセットをゲットしてダンボール堆肥を体験してみませんか。 

申し込み先：仙台市ごみ減量課、今野さん（214-8229） 

仙台市農業園芸センタ―からの依頼 

あの大震災の大津波で見事だった温室は影も形もなくなってしまい、まわりの田んぼもまだ復興途上で

すが 

農業園芸センターは復活しています。（チラシをご覧ください。）隣の市民農園も募集しているそうです。 

そして今回、落葉と草の堆肥の作り方を園芸センターの方から指導してほしいと依頼がきました。 

市民の憩いの場所ですし、温室の後はハーブガーデンやポタジェになってます。 

土日になると趣向をこらしたイベントがあり楽しめるそうです。 

◎一回目の作業は 9 月 5 日（月）午後 1 時半から～。（農業園芸センターは休日） 

徳田さんの木枠に数名で草堆肥の作り方を指導してきます。。 

全体がとても広いので草とりはいつも大変そうです。生ごみネットのノウハウが 

役立って喜ばれるように頑張ります。 

9 月 4 日（日） 
勾当台公園市民広場 

10：00～15：00 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み親子教室（ダンボールで生ごみ堆肥を作ろう）  

仙台市ごみ減量課の主催でダンボール式生ごみ堆肥作りを、親子 30組募集したところ 24組が参加してくれました。 

場所は葛岡リサイクルプラザのロビーです。お子さんにもわかってもらうようにわかりやすい言葉で篠原さんが説明して

います。説明をうけて組み立てて実際に生ごみを 500グラムほどまぜました。 

 

 

 

 

 

 

 

2,3日で入れた生ごみがきえますよ！熱くなるし、水分も蒸発しますよ！と説明中です。 

昨年は夏休みの自由研究に、取り組んでくれたお子さんがいたそうで、今年も期待しましょう。 

★生ごみネットが講師として参加   平成 28年 7月 22日： 葛岡リサイクルプラザ 

実践講座、出前講座でいつも「ぼかし」「ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ基材」を 準備 

販売にがんばっている福祉施設「ワークつるがや」    記：ワークつるがや 佐藤 尚広 

「ワークつるがや」では自家製のぼかし作りをしています。 

はじめは、米ぬか、ＥＭ菌といった材料を混ぜ、発酵室に保管する 

「仕込み」をします。１～２カ月かけて嫌気発酵させ、その後さっと 

天日干しします。季節・天候に左右される為、見極めが難しいです。 

１キロずつパックに詰めたときの事を考え、乾燥状態をみるので 

神経を使います。 

（生ごみネットの感想 ： あまり長く干さないで欲しいが、水分が残ると 

そこから白いカビが発生します。いやな臭いでなかったら使っても大丈夫です） 

≪堆肥作り≫ 

ここには畑もあるので堆肥を作る為にコンポストを使っています。 

使用するにあたり気をつけていることがあります。１つ目は生ごみの水気を 

よく切るということで、水分量により堆肥の臭いに差がでます。 

２つ目は生ごみを細かく刻み、土と良く混ぜるということで、より分解 

しやすい状態になるようにしています。 

３つ目は穴を深くほらず、置くように設置するということです。 

（下に水分がたまらないようにする為）コンポストの周りは土で補強して、ねずみの侵入を防いでいます。 

コンポストの中は宝の山なんでしょうね。皆様ねずみにご注意ください。 

    定例会   9/10（土） ＮＰＯプラザ研修室  午後 1時半より 

菜園教室  9/12（月） 泉松陵コミニテイセンター 午後 1時半より  

日下部：090-8781-4314 

                秋野菜の植え付け作業の確認、夏野菜の収穫報告など 

ぼかし教室  9/3（土）ＮＰＯプラザ第 3会議室 午後 1時半より 1型、2型ぼかし作成 

                            申し込み 八島：256-2068 

今
後
の
予
定 

http://plaza.rakuten.co.jp/sendairn/diary/201607230000/

